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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像� 11／�年�２００５�
（平成１７年）�

第１４３１号

児
童
が
回
収
し
た�

　
ア
ル
ミ
缶
を
売
却
し
、
購
入�

　

４
月　

日
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る

１７

っ
こ
が
旧
鶴
川
中
学
校
跡
地
（
大
蔵
町

１
９
１
３
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
は
、
子

育
て
を
支
援
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

成
長
す
る
環
境
を
整
え
る
た
め
「
遊
び

の
拠
点
」
「
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
居
場
所
」
「
子
育
て
を
支
援
す
る

場
所
」
と
し
て
建
設
す
る
も
の
で
、
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
（
金
森
１
７
０

０－

９
）
に
続
く
２
館
目
の
施
設
で

す
。

　

こ
の
施
設
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
鶴
川
地
区
の
住
民
で
組
織
さ
れ
た

検
討
委
員
会
や
小
・
中
学
生
、
高
校
生

で
組
織
さ
れ
た
子
ど
も
委
員
会
が
設
計

の
段
階
に
も
参
加
し
て
、
地
元
を
始
め

一
番
の
利
用
者
で
あ
る
子
ど
も
達
の
意

見
や
要
望
を
十
分
取
り
入
れ
て
建
設
し

ま
し
た
。

　

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２

階
建
て
、
一
部
鉄
骨
造
り
、
建
築
面
積

は
１
０
２
３
・　

㎡
、
延
べ
床
面
積
１

８５

４
９
９
・　

㎡
で
す
。
１
階
に
は
プ
レ

４２

イ
ル
ー
ム
、
造
形
室
、
調
理
室
、
図
書

コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
、
２
階

に
は
学
童
保
育
室
、
ス
タ
ジ
オ
、
談
話

室
、
多
目
的
室
、
乳
幼
児
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月　

日
（
日
）
に
、
午
前　

時
か

１７

１０

ら
開
所
式
を
行
い
ま
す
。
午
後
１
時
か

ら
は
、
地
元
検
討
委
員
会
、
鶴
川
地
区

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
協
力
で
オ
ー

プ
ン
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
午
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
お
い

で
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
11
７
０

８
・
０
２
３
６

市内で２館目の「子どもセンターつるっこ」（３月２６日撮影）

小山ヶ丘小学校が新設されました

小
山
ヶ
丘
小
学
校
が
開
校

小
山
ヶ
丘
小
学
校
が
開
校�
　
年
ぶ
り
の

　
年
ぶ
り
の�

新
設
校

新
設
校�
２１２１�

小
山
ヶ
丘
小
学
校
が
開
校

小
山
ヶ
丘
小
学
校
が
開
校�
　
年
ぶ
り
の

　
年
ぶ
り
の�

新
設
校

新
設
校�
２１２１�

小
山
ヶ
丘
小
学
校
が
開
校�
　
年
ぶ
り
の�

新
設
校�
２１�

１
、
校
長
＝
石
井
清
文
）
の
開
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
立

小
学
校
は　

校
に
な
り
ま
し
た
。

４０

　

小
山
ヶ
丘
地
区
は
こ
こ
数
年
、
住
宅

・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が

続
き
、
人
口
増
加
が
著
し
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
区
域
を
通
学
区
域
と
し

て
い
た
小
山
小
学
校
は
、
学
級
数
が　
３１

で
過
大
規
模
校
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
小
山
ヶ
丘
小
学
校
の
開
設
に
よ
っ

て
こ
れ
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

小
山
ヶ
丘
小
学
校
は
、
京
王
相
模
原

線
多
摩
境
駅
か
ら
西
へ
約
１
㎞
ほ
ど
に

位
置
し
、
周
囲
は
道
路
と
公
園
に
囲
ま

れ
、
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
敷
地
面
積
１
万
５
７
４
３
㎡
、
建

築
面
積
４
９
７
５
㎡
、
延
べ
床
面
積
約

９
９
２
５
㎡
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
（
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
）
４
階
建
て
の
校
舎
は
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
方
式
を
採
用
し
、
廊
下
と
教
室

の
間
仕
切
り
を
な
く
し
、
多
様
な
学
習

ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
手
す

り
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
、
車
い
す

や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
＝
注
）
対
応
の

「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
設
置
、
太
陽
光

発
電
、
屋
上
緑
化
、
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

対
策
の
た
め
の
内
装
材
の
使
用
、
エ
コ

マ
ー
ク
認
定
品
の
積
極
利
用
な
ど
様
々

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

高齢者福祉施設に�
　車いすを寄贈しました�

小山田南小学校�

高齢者福祉施設に�
　車いすを寄贈しました�

小山田南小学校�

を
購
入
、
３
月　

日
に
近
隣
の
高
齢
者

２５

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い

桜
館
」
に
贈
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
児
童
約
１
０
０
人
と
セ
ン

タ
ー
か
ら
お
年
寄
り　

人
が
参

１４

加
、
お
年
寄
り
た
ち
か
ら
は

「
あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
溝
珠

枝
校
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
２

年
間
が
ん
ば
っ
た
こ
と
、
お
年

寄
り
た
ち
に
喜
ば
れ
た
こ
と

は
、
一
生
心
に
残
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
優
し
さ
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
育
て
て
あ
げ
た

い
。
ま
た
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
お
年
寄
り
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

小
山
田
南
小
学
校
で
は
、
総
合
的
学

習
の
中
で
、
ア
ル
ミ
缶
と
空
き
缶
の
プ

ル
タ
ブ
回
収
活
動
を
２
年
間
に
渡
っ
て

行
い
、
そ
の
売
却
代
金
で
車
い
す
１
台

小
児
科
部
長
）
佐
藤
裕
▽
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
（
企
画
部
財
政
課
長
）

大
澤
博
樹
▽
監
査
事
務
局
長
（
監
査
事

務
局
次
長
）
堀
江
秀
信
▽
学
校
教
育
部

長
（
企
画
部
長
）
安
藤
源
照

長
）
内
田
保
▽
清
掃
事
業
部
施
設
計
画

担
当
部
長
（
都
市
計
画
部
開
発
指
導
課

長
兼
開
発
指
導
課
埋
立
規
制
係
長
）
�

木
伸
一
▽
建
設
部
長
（
建
設
部
長
兼
道

路
整
備
課
長
事
務
取
扱
）
鷲
北
秀
樹
▽

都
市
計
画
部
区
画
整
理
担
当
部
長
兼
鶴

川
駅
前
区
画
整
理
事
務
所
長
（
都
市
計

画
部
区
画
整
理
課
長
）
荒
井
昭
治
▽
下

水
道
部
参
事
兼
工
務
課
長
（
下
水
道
部

工
務
課
長
）
清
水
喜
久
雄
▽
水
道
部
長

兼
施
設
課
長
（
生
涯
学
習
部
参
事
兼
大

地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
）
渋
谷
剛

二
▽
会
計
課
参
事
兼
会
計
課
長
（
総
務

部
市
政
情
報
課
長
）
國
安
知
子
▽
町
田

市
民
病
院
事
務
次
長
兼
事
務
局
管
理
課

長
兼
栄
養
科
長
（
町
田
市
民
病
院
事
務

局
管
理
課
長
兼
栄
養
科
長
）
小
野
芳
�

▽
町
田
市
民
病
院
副
院
長
兼
統
括
部
長

兼
副
学
術
部
長
兼
小
児
科
部
長
（
町
田

市
民
病
院
統
括
部
長
兼
副
学
術
部
長
兼

　

４
月
１
日
付
で
次
の
と
お
り
市
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
（
部
長
級
、
カ

ッ
コ
内
は
旧
職
）。

　

企
画
部
長
（
子
ど
も
生
活
部
長
）
土

屋
豊
▽
税
務
部
長
（
税
務
部
参
事
兼
納

税
課
長
）
山
田
孝
志
▽
税
務
部
参
事
兼

納
税
課
長
（
下
水
道
部
下
水
道
総
務
課

長
）
見
波
裕
▽
税
務
部
参
事
兼
資
産
税

課
長
（
税
務
部
資
産
税
課
長
）
松
本
公

彦
▽
市
民
部
長
（
市
民
部
生
活
文
化
担

当
部
長
）
岩
崎
治
孝
▽
市
民
部
生
活
文

化
担
当
部
長
兼
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
所
長
（
市
民
部
参
事
兼
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
所
長
）
浅
野
正
▽
市
民
部

参
事
兼
国
保
年
金
課
長
（
企
画
部
行
政

管
理
課
長
）
河
野
修
▽
子
ど
も
生
活
部

長
（
学
校
教
育
部
長
）
寺
内
惠
一
▽
環

境
・
産
業
部
参
事
兼
経
済
振
興
課
み
ち

ま
ち
事
業
担
当
課
長
（
環
境
・
産
業
部

経
済
振
興
課
み
ち
ま
ち
事
業
担
当
課

　

４
月
６
日
に
、
市
で
は　

年
ぶ
り
の

２１

新
設
校
と
な
る
小
山
ヶ
丘
小
学
校
（
小

山
ヶ
丘
５－

　

、
11
７
７
０
・
６
２
５

３７

注　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
＝
人
工
肛
門
保
有
者

及
び
人
工
膀
胱
保
有
者
の
こ
と
を
い
う

児童の手から車いすが贈られました

人

事

異

動

退
職
者
（
３
月　

日
付
）

３１

　

柳
田
憲
彦
（
税
務
部
長
）
▽
岡
部
優

（
市
民
部
長
）
▽
井
上
光
晴
（
市
民
部

参
事
兼
市
民
課
長
）
▽
清
水
利
一
（
市

民
部
参
事
兼
国
保
年
金
課
長
）
▽
金
子

眞
澄
（
市
民
部
参
事
兼
堺
市
民
セ
ン
タ

ー
所
長
▽
中
丸
康
明
（
建
設
部
参
与
）

▽
志
村
信
一
（
都
市
計
画
部
区
画
整
理

担
当
部
長
兼
鶴
川
駅
前
区
画
整
理
事
務

所
長
▽
川
尻
守
（
都
市
計
画
部
参
事

﹇
開
発
指
導
担
当
﹈
兼
開
発
審
査
担
当

課
長
）
▽
新
倉
幸
雄
（
水
道
部
長
）
▽

佐
藤
勇
（
会
計
課
参
事
兼
会
計
課
長
）

▽
久
志
本
建
（
町
田
市
民
病
院
副
院
長

兼
産
婦
人
科
部
長
）
▽
森
杉
芳
昭
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
布
施
勝

俊
（
監
査
事
務
局
長
）



（２） ２００５．４．１１

　

東
京
都
が
昭
和　

年
か
ら
進
め
て
き

６３

た
、
鎌
倉
街
道
の
野
津
田
新
袋
橋
交
差

点
か
ら
小
野
路
町
の
小
野
路
交
差
点
ま

で
（
７
３
０
ｍ
）
の
道
路
整
備
が
完
了

し
、
そ
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
綾
部
原

ト
ン
ネ
ル
（
延
長
４
１
０
ｍ
）
が
開
通

し
、
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
岩
子
山
交
差
点
方
面
の
迂
回

路
は
車
道
や
歩
道

の
幅
も
狭
く
、
慢

性
的
な
交
通
渋
滞

や
安
全
面
の
問
題

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
開
通
に
よ

り
、
渋
滞
の
緩
和

や
歩
行
者
な
ど
の

安
全
な
通
行
が
可

能
に
な
り
、
生
活

道
路
と
し
て
の
利

便
性
が
向
上
す
る

こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

寺
田
市
長
は
、

祝
辞
の
中
で
「
地

域
の
観
光
や
経
済
活
動
の
発
展
に
も
貢

献
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

の
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
の
上
に

あ
る
銘
板
は
小
野
路
側
を
鶴
川
中
学
３

年
の
野
本
裕
太
さ
ん
が
、
ま
た
、
野
津

田
側
を
鶴
川
第
一
小
学
校
６
年
の
上
原

文
恵
さ
ん
が 
揮  
毫 
し
て
い
ま
す
。

き 
ご
う

　

町
田
ぼ
た
ん
園
に
は
１
９
８
種
類
、

約
１
２
０
０
株
の
ぼ
た
ん
が
植
栽
さ
れ

て
い
ま
す
。
赤
や
ピ
ン
ク
、
紫
、
白
、

黄
色
の
豪
華
な
花
が
ま
も
な
く
咲
き
始

め
ま
す
。

　

有
料
開
園
期
間
中
は
、
ぼ
た
ん
の
苗

木
や
地
場
産
の
新
鮮
野
菜
の
他
、
お
に

ぎ
り
や
焼
き
そ
ば
等
の
販
売
も
し
て
い

ま
す
。

　

隣
接
す
る
薬
師
池
公
園
の
新
緑
や
さ

く
ら
も
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
お
楽
し
み
下
さ
い
。
薬
師
池
公
園

は
無
料
で
す
。

☆
開
園
期
間　

４
月　

日
（
土
）
〜
５

１６

月
５
日
（
祝
）

☆
開
園
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時

☆
入
園
料　

一
般
＝
５
０
０
円
、
中
・

高
校
生
＝
２
０
０
円
、
小
学
生
以
下
無

料☆
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
下
車

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
本
町

２１

田
経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
本

町
田
経
由
鶴
川
駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師

ヶ
丘
」
下
車
、
徒
歩
８
分

☆
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
休
日
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
バ
ス
を
ご
利

用
下
さ
い
。

※
ぼ
た
ん
園
は
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の

入
園
は
で
き
ま
せ
ん
。

□問
 

町
田
ぼ
た
ん
園
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７
３
６
・
４
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市
は
、
災
害
発
生
時
の
救
助
活
動
や

行
方
不
明
者
の
捜
査
に
つ
い
て
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
・
日

本
救
助
犬
協
会
と
「
災
害

救
助
犬
の
出
動
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
、
３
月

　

日
に
市
役
所
で
調
印
式

２５が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
災
害
発
生

時
、
市
の
出
動
要
請
や
防

災
訓
練
な
ど
へ
の
参
加
な

ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

日
本
救
助
犬
協
会
は
、

一
般
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い

る
犬
を
救
助
犬
と
し
て
訓

練
し
、
認
定
審
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
救
助
犬
は
、
各
地
で
活
躍

の
場
を
広
げ
て
い
て
、
昨
年
の
新
潟
県

沖
地
震
に
も
派
遣
さ
れ
活
躍
し
て
い
ま

す
。
同
協
会
は
東
京
消
防
庁
や
他
の
自

治
体
な
ど
と
も
協
定
を
結
び
、
多
摩
地

域
で
は
町
田
市
が
初
め
て
と
な
り
ま

す
。

　

寺
田
市
長
は
調
印
式
で
「
市
民
に
と

っ
て
大
変
心
強
い
。
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。　

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７
、
日

本
救
助
犬
協
会
11　

・
３
３
８
５
・
３

０３

４
５
１

　

市
民
病
院
で
は
、
増
改
築
工
事
に
４

月
中
旬
か
ら
着
手
し
ま
す
。
工
事
中
は

駐
車
場
が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
バ
ス

等
で
の
ご
来
院
を
お
願
い
し
ま
す
。
利

用
で
き
る
駐
車
場
は
案
内
図
の
と
お
り

で
す
。

　

工
事
中
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

□問
 

病
院
建
設
室
11
７
２
２
・
０
６
６
１

曜　　日
駐車場名

駐
車
場
利
用
時
間

土・日・祝祭日平　　日
午前１０時～午後８時午前９時～午後８時第１駐車場
午前１０時～午後８時午前８時～午後８時第２駐車場
利用できません午前８時～午後８時第３駐車場
利用できません午前８時～午後８時第４駐車場

４月１６日から利用できません第５駐車場
利用できません午前８時～午後８時第６駐車場

市民病院駐車場案内図

近隣住民の方も渡り初めを行いました

市民病院市民病院
からのからの

お知らせお知らせ

ぼたん園

市役所を訪れた救助犬

薬師池公園
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○
市
民
の
相
互
扶
助
に
よ
り
成
り
立
つ

国
民
健
康
保
険
制
度　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者
一

人
ひ
と
り
が
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）

を
納
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
医
療
費

を
補
う
と
い
う
支
え
合
い
の
制
度
で

す
。

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
、
生
活
習
慣
病

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
は
、
急

増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち

の
健
康
を
守
る
国
民
健
康
保
険
制
度
は

今
、
厳
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
に
係
る
医
療
費
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
国
民
健
康
保

険
税
（
料
）
と
市
区
町
村
、
都
道
府
県

及
び
国
の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
方
々
の
助
け
合
い
の
も

と
に
成
り
立
っ
て
い
る
制
度
で
あ
る
こ

こんなときは忘れずに手続きを！

申請窓口必要な手続き

国保年金課国民年金係または
各市民センター

厚生年金等に加入していた方が退職したときは、
第１号被保険者への変更手続きが必要です。

会社などを
退職したとき

配偶者の勤務先の会社または
共済組合

厚生年金等に加入している配偶者の扶養（第３号
被保険者）になったときは、健康保険の届出と一
緒に勤務先の会社または共済組合へ届出すること
になります。

配偶者の扶養
（第３号被保険者）
になったとき

国保年金課国民年金係または
各市民センター

収入が増えたり、離婚等により配偶者の扶養（第
３号被保険者）でなくなったときは、第１号被保
険者への変更手続きが必要です。

配偶者の扶養
（第３号被保険者）
でなくなったとき

国保年金課国民年金係または
各市民センター

厚生年金等に加入していた配偶者が退職したとき
は、扶養されていた方（第３号被保険者）も第１
号被保険者への変更手続きが必要です。

配偶者が
退職したとき

配偶者の勤務先の会社または
共済組合

引き続き配偶者の扶養（第３号被保険者）になる
ときは、健康保険の届出と一緒に新しい勤務先の
会社または共済組合へ届出することになります。

配偶者が
転職したとき

と
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご

協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
、
こ
の
私
た
ち

の
大
切
な
国
民
健
康
保
険
制
度
を
守
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
国
民
健
康
保
険
の
加
入
と
脱
退
に
つ

い
て
（
表
１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

や
、
や
め
る
と
き
な
ど
の
届
出
は
、　
１４

日
以
内
に
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
国
民
健

康
保
険
へ
の
加
入
日
は
、
他
の
保
険
の

資
格
喪
失
日
、
ま
た
は
、
町
田
市
へ
の

転
入
日
で
あ
り
、
届
出
日
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
届
出
が
遅
れ
る
と
遡

っ
て
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
を
支
払

う
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
ま
た
そ
の

間
全
額
自
己
負
担
で
診
察
料
を
支
払
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
日
は
、
他
の

健
康
保
険
の
資
格
取
得
日
、
ま
た
は
、

町
田
市
か
ら
の
転
出
日
で
あ
り
、
届
出

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
届
出
が
遅
れ
る

と
、
そ
の
間
、
他
の
保
険
と
重
複
し
て

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
の
請
求
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
法
第　

条
で
は
、

７６

「
保
険
者
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
世
帯
主

か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
課
す
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
定
め
て
お

り
、
町
田
市
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き

国
民
健
康
保
険
税
方
式
に
よ
り
課
税
を

行
っ
て
お
り
、
税
率
等
は
、
市
条
例
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
内
容
が

一
部
変
更
さ
れ
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
保
険
分

と　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
の
介
護
保

４０

６５

険
分
の
合
算
が
月
割
り
で
課
税
さ
れ
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
内
、
医
療
分

は
、
医
療
費
に
充
て
ら
れ
、
介
護
分

は
、
介
護
納
付
金
と
し
て
国
に
支
払
わ

れ
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
介
護
納
付

額
が
毎
年
上
昇
し
て
お
り
税
率
等
の
改

正
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、
町
田

市
国
民
健
康
保
険
条
例
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成　

年
度
は
、
表
２
の
と
お

１７

り
と
な
り
ま
し
た
。

○
お
支
払
い
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
下

さ
い

　

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い
に

は
、
時
間
や
手
間
の
か
か
ら
な
い
口
座

振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
お
申
し

込
み
は
、
市
内
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
に
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

（
ま
た
は
、
国
保
被
保
険
者
証
）
、
通

帳
、
通
帳
印
を
お
持
ち
下
さ
い
。
手
続

き
終
了
後
、
口
座
振
替
開
始
時
期
の
お

知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
口
座
内

容
や
振
替
日
等
を
ご
確
認
下
さ
い
。

○
納
付
推
進
員
が
巡
回
し
て
い
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
納
付
推
進
員
が
市

内
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
お
宅
を
訪

問
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
口
座
振
替
の
勧
奨
や
税
の
趣

旨
の
普
及
の
た
め
に
巡
回
す
る
も
の

で
、
同
時
に
国
民
健
康
保
険
税
の
お
支

払
い
も
う
け
た
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
胸

に
納
付
推
進
員
証
を
つ
け
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
下
さ
い
。※窓口で国保被保険者証の手渡し交付希望の場合は次のものが必要とな

ります。それ以外の場合は郵送となります。また同一世帯以外の方の申
請も郵送となります。
・運転免許証・パスポートなどの官公庁発行の顔写真付き身分証明
・年金手帳・年金証書
　　　　　　　　　　　　 町田市の税率等　　　　　　　　　（表２）

平成１７年度平成１６年度平成１７年度平成１６年度
１.０５％

一人当たり
年７,５００円

一世帯当たり
年３,０００円

変更なし

０.９９％

一人当たり
年７,２００円

一世帯当たり
年２,７００円

年８万円

所得割

均等割

平等割

限度額

介
護
分

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

５％

一人当たり
年２３,４００円

一世帯当たり
年１２,０００円

年５３万円

所得割

均等割

平等割

限度額

医
療
分

○加入・脱退の届出
手続きする場所
住民異動が伴わない場合は国保年金課（市役所４階）
住民異動に伴う場合は市民課（市役所１階）
市民センター（南・なるせ駅前・鶴川・忠生・小山・堺）

手続きについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表１）
手続きに必要な書類などこんなとき手続きを

転出証明書町田市に転入したとき

加
入
の
と
き

健康保険資格喪失証明書（離職票の写し
・退職証明書でも可）
厚生年金・共済年金の受給権がある方は
年金証書

職場の健康保険をやめたと
き

保護廃止決定通知書
生活保護を受けなくなった
とき

出生証明書子どもが生まれたとき
国保被保険者証町田市から転出するとき

脱
退
の
と
き

職場の健康保険証、国保被保険者証
職場の健康保険に加入した
とき

国保被保険者証死亡したとき
保護開始決定通知書、国保被保険者証生活保護を受けたとき

年金証書、国保被保険者証
退職者医療制度に該当した
とき

そ
の
他

国保被保険者証

退職者医療制度に該当しな
くなったとき
住所・氏名・世帯主が変わ
るとき

手渡し希望のときは運転免許証などの官
公庁発行の顔写真付き身分証明または、
国保税納税通知書が必要

保険証をなくしたとき

　

対
象
者
は

①
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金

　

任
意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和　

年
３
月
以
前
の
国
民
年
金

６１

　

任
意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
厚
生
年

　

金
保
険
等
に
加
入
し
て
い
た
方
の
配

　

偶
者

　

①
ま
た
は
②
の
方
で
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
中
に
初
診
日
が
あ

り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
１
、
２

級
相
当
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
方
で

す
。

　

相
談
及
び
請
求
書
の
提
出
先
は
、
町

田
市
役
所
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
で

す
。給
付
金
の
支
給
は
、請
求
書
を
受
け

付
け
た
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
収
入
や
年
金
受
給
の
状
況
に

よ
っ
て
支
給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
各
種
学
校

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
省

令
で
個
別
に
定
め
ら
れ
た
一
部
の
各
種

学
校
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
は
す
べ
て
の
各
種
学
校

１７（
１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る

方
に
限
り
ま
す
）
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

申
請
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
ま
た
は
お
近
く
の
市
民
セ
ン
タ

ー
で
で
き
ま
す
。
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
と
認
印
を
お
持
ち
下
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
納
付
特
例
が

１６

承
認
さ
れ
た
方
で
平
成　

年
度
も
納
付

１７

特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
は
入
学
、
就
職
、
退
職
な
ど
、

生
活
の
節
目
の
時
期
で
す
。
国
民
年
金

の
必
要
な
手
続
き
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
の
機
会
に
ご
確

認
下
さ
い
。
ま
た
、
平
成　

年
４
月
か

１７

ら
新
し
い
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
の

で
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□問
 

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
11
７
２
４

・
２
１
２
７

　

八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
11
０
４
２

６
・　

・
３
５
１
１

２６

　
　

歳
代
の
方
は
、
本
人
と
配
偶
者
の

２０
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
｛
基
準
額
＝

（
控
除
対
象
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
＋

１
）
×　

万
円
＋　

万
円
｝
以
下
の
場

３５

２２

合
に
は
、
同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所

得
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
れ
ば
、
月
々
の
保
険
料
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
ま

た
は
お
近
く
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で
で
き

ま
す
。
認
印
と
年
金
手
帳
を
お
持
ち
下

さ
い
（
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
に
町

１６

田
市
へ
転
入
し
た
方
は
、　

年
中
所
得

１５

の
確
認
で
き
る
書
類
も
必
要
で
す
）
。

　

大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学
校
等
の

学
生
で
本
人
の
前
年
中
の
所
得
が
一
定

額
（
基
準
額
＝
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親

族
等
の
数
×　

万
円
＋
社
会
保
険
料
控

３８

除
等
）
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
れ
ば
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が

　
　
　
　

始
ま
り
ま
し
た

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

　
　
　

導
入
さ
れ
ま
し
た

学
生
納
付
特
例
制
度
が

　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
す

　

再
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
被
保
険
者
の
種
類
に
よ
り
手
続

き
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
（
＝
左
表
）
。

年
金
手
帳
を

　

な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら

市役所国保年金課国民年
金係または各市民センタ
ー（八王子社会保険事務
所から送付されます）

第１号
被保険者

勤務先の会社等第２号
被保険者

配偶者の勤務先の会社等第３号
被保険者



（４） ２００５．４．１１

【
応
援
し
ま
す
。
職
場
の
い
き
い
き
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

　

産
業
医
選
任
義
務
の
な
い
従
業
員　
５０

人
未
満
の
小
規
模
事
業
所
の
事
業
者
や

従
業
員
が
、
生
涯
、
健
康
で
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
職
場
に
お

け
る
健
康
に
関
す
る
ご
相
談
に
同
セ
ン

タ
ー
の
産
業
医
が
無
料
で
応
じ
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、
健
康
診
断
実
施

機
関
の
紹
介
、
健
康
診
断
結
果
の
相

談
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
、
従
業

員
の
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
管
理
の
方

法
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
障
が
い
・
腰
痛
の
対
策

法
、
職
場
訪
問
・
作
業
環
境
改
善
等
の

指
導
・
助
言
、
健
康
相
談
（
月
２
回
）

等
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
相
談
な
ど
に
関
す
る
秘
密

は
、
厳
守
し
ま
す
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
田
地

域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
２
・

９
８
７
７
）
へ
。

町
田
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
下
さ
い

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
立　

周
年
記
念

３０

く
ら
し
を
守
る
市
民
の
集
い

実

行

委

員

　
　

月　

日
、　

日
に
町
田
市
民
フ
ォ

１０

１５

１６

ー
ラ
ム
で
開
催
予
定
の
「
く
ら
し
を
守

る
市
民
の
集
い
（
町
田
の
生
活
者
展
）」

の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
催

し
は
、
市
内
の
消
費
者
活
動
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
特
に
今
年
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ　

年
を
迎
え
た
年
に

３０

あ
た
り　

周
年
記
念
の
催
し
物
と
な
り

３０

ま
す
。

○
対
象　

市
内
で
消
費
者
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
及
び
消
費
者
問
題
に
関
心

の
あ
る
方

○
申
し
込
み　

電
話
で
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
11
７
２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
昨
年
度
参
加
さ
れ
た
団
体
へ
は
個
別

に
通
知
し
ま
す
。

※
第
１
回
実
行
委
員
会
を
５
月　

日
１１

（
水
）
午
前　

時
か
ら
町
田
市
民
フ
ォ

１０

ー
ラ
ム
で
行
い
ま
す
。

第
１
４
７
回

町
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

４
月　

日
（
月
）
午
前　

時

１８

１０

か
ら

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委

員
会
室

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１０

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

野
津
田
町
・
常
盤
町
の
各
一
部

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
切
り
替
え
工
事
に
対
す
る

費
用
の
一
部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
い
と
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工
事

店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申

し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か

ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

平
成　

年
度
浄
化
槽
清
掃
補
助
券

１７発
送
し
ま
し
た

　

浄
化
槽
清
掃
補
助
券
を
４
月
１
日
前

後
に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ

れ
て
い
な
い
地
域
で
、
専
用
住
宅
な
ど

に
お
住
ま
い
の
方
に
浄
化
槽
清
掃
に
か

か
わ
る
費
用
の
一
部
を
年
度
内
に
１
回

補
助
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
浄
化
槽
清
掃

補
助
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連

絡
下
さ
い
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
２
・
２
７

５
２

　

４
月　

日
（
木
）
か
ら
、
野
津
田
町

２１

・
常
盤
町
の
各
一
部
で
公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日
時　

４
月　

日
（
火
）
〜　

１２

２０

午
後
７
時
開
演

一
般
５
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
ご
入
場

い
た
だ
け
ま
す
。

【
４
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１２

３０

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

豊
か
な
才
能
を
秘
め
た
若
き

バ
レ
リ
ー
ナ
を
全
国
か
ら
数

多
く
発
見
・
発
掘
し
、
世
界

へ
の
飛
翔
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
お

い
で
下
さ
い
。

４
月　

日
（
金
）

２２

正
午
開
演

シ
ニ
ア
・
高
校
生
の
部

〈
予
選
・
決
選
・
表
彰
式
〉

４
月　

日
（
土
）

２３

午
前　

時
開
演

１０

小
学
生
・
中
学
生
の
部
①
〈
予
選
〉

４
月　

日
（
日
）

２４

午
前　

時
開
演

１０

中
学
生
の
部
②
〈
予
選
〉

小
学
生
・
中
学
生
の
部
〈
決
選
・
表
彰

式
〉

○
入
場
料　

無
料
（
全
席
自
由
）

※
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
名
も
「
野
に
咲
く
小
さ
な
花
＝

エ
レ
ル
ヘ
イ
ン
」
２
０
０
４
年
、
グ
ラ

ミ
ー
賞
受
賞
！

《
予
定
曲
目
》
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ

イ
ス
、
Ｖ
・
ト
ル
ミ
ス
…
オ
ー
ロ
ラ
、

赤
と
ん
ぼ
、
ふ
る
さ
と
ほ
か

８
月
８
日
（
月
）

午
後
６
時　

分
開
演

３０

一
般
４
５
０
０
円

中
学
生
以
下
３
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

○
協
力　

町
田
コ
ダ
ー
イ
合
唱
団
（
町

田
市
合
唱
連
盟
・
（
特
）
町
田
市
芸
術

協
会
所
属
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
ご
入
場

い
た
だ
け
ま
す
。

【
４
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１２

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

ま
ち
だ
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

観
覧
の
ご
案
内

合
唱
の
国
エ
ス
ト
ニ
ア
の
至
宝

エ
レ
ル
ヘ
イ
ン
少
女
合
唱
団

第４回 ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

ベンチャーズ

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

エレルヘイン少女合唱団

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ　

２
０
０
５

　
　

回
目
の
来
日
公
演
で
す
。
「
ウ
ォ

５０
ー
ク
・
ド
ン
ト
・
ラ
ン
」
「
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
・
ヘ
ッ
ド
」
「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」

な
ど
ヒ
ッ
ト
曲
の
数
々
を
お
楽
し
み
下

さ
い
。

８
月
５
日
（
金
）

【
視
触
診
及
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
】

　

今
年
度
か
ら
乳
が
ん
検
診
（
視
触
診

及
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
は
多
摩
丘

陵
病
院
で
も
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り

乳
が
ん
検
診（
５
月
分
）

多
摩
丘
陵
病
院
実
施
会
場

ま
し
た
。

○
対
象　

平
成　

年
１
月
１
日
〜
５
月

１７

　

日
の
誕
生
日
で　

歳
〜　

歳
の
偶
数

３１

４０

７０

歳
と
な
る
女
性
（
２
年
に
１
回
受
け
ら

れ
ま
す
）

○
期
日　

５
月　

日
（
水
）
、　

日

２５

２６

（
木
）
、　

日
（
金
）
、　

日
（
月
）、

２７

３０

　

日
（
火
）
計
５
日
間

３１○
会
場　

多
摩
丘
陵
病
院
（
下
小
山
田

町
１
４
９
１
）

○
内
容　

問
診
、
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）

○
定
員　

各
日　

人
程
度
（
抽
選
）

１０

○
費
用　

２
８
０
０
円

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）

に
「
乳
が
ん
検
診
申
し
込
み
」
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日

・
電
話
番
号
・
会
場
（
多
摩
丘
陵
病

院
）
・
希
望
日
（
第
３
希
望
ま
で
）
を

明
記
し
て
４
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１９

効
）
に
健
康
課
へ
。

※
落
選
者
に
は
１
か
月
以
内
に
ハ
ガ
キ

を
、
当
選
者
に
は
受
診
案
内
を
受
診
日

　

日
前
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

１０【
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
】

　

①
乳
房
に
関
す
る
疾
患
で
経
過
観
察

中
、
治
療
中
、
手
術
後
の
方
②
豊
胸
手

術
を
受
け
て
い
る
方
③
現
在
授
乳
中
、

妊
娠
中
（
可
能
性
も
含
む
）
の
方
④
既

に
何
ら
か
の
自
覚
症
状
が
あ
り
医
療
を

受
診
す
る
こ
と
が
適
当
な
方

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　東京都内２３区、２６市、１３町村共同キャンペーンの一
環として、喫煙マナーを普及・啓発するキャンペーン
ソングの詞を募集します。
○作詞内容　歩きたばこなどの迷惑喫煙や吸い殻のポ
イ捨てをなくすため、喫煙マナーの普及・向上を目指
す／喫煙マナーの向上により、たばこを吸う人と吸わ
ない人の共存を目指す／住民、事業者、市区町村が連
携・協力してきれいで安全なまちづくりを目指す
○応募期間　５月１５日（必着）（インターネット応募
は１６日午前０時まで）
○応募方法　①インターネット＝「喫煙マナーアップ
キャンペーン」ホームページ（http://www.bp84.com 
/kitsuen_manner）へ②郵送＝作詞を４００字詰め原稿用
紙に縦書きし、住所・氏名・年齢・性別・職業（学
年）・連絡先をＡ４版用紙に記入して、オール東京市
区町村喫煙マナーアップキャンペーン「作詞募集」事
務局（〒１５１－００７２、渋谷区幡ヶ谷３－４２－４、11０３・
５３３４・５４１５）へ。

□問 ごみ減量課11７９７・０５３０

　
　

歳
ま
で
の
方
で
次
の
方
は
無
料
に

７０
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
当
選
者
に
郵
送
さ
れ
る
申
込
書
で
、

検
診
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け
出

を
し
て
下
さ
い
。

※
４
月
１
日
号
で
健
康
福
祉
会
館
実
施

会
場
分
を
お
申
し
込
み
さ
れ
た
方
で
、

多
摩
丘
陵
病
院
実
施
会
場
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。



２００５．４．１１ （５）

割
引
利
用
券
を

配

布

し

ま

す

認
定
証
の
申
請
を

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
・
○福
 

医
療

証
を
お
持
ち
の
方
へ

【
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
】

〈
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
〉

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
が

入
院
し
た
と
き
に
こ
の
認
定
証
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院
一
部
負
担

金
の
上
限
が
医
療
機
関
ご
と
に
月
２
万

４
６
０
０
円
に
、
食
事
の
負
担
額
が
１

日
６
５
０
円
（
過
去
１
年
間
の
入
院
日

数
が　

日
以
上
の
場
合
は
１
日
５
０
０

９１

円
）
に
な
り
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

で
、
本
人
及
び
同
じ
世
帯
全
員
の
収
入

か
ら
必
要
経
費
（
年
金
控
除
に
つ
い
て

は　

万
円
）
を
差
し
引
い
た
と
き
に
各

６５
所
得
が
い
ず
れ
も
０
円
と
な
る
場
合
に

は
、
入
院
一
部
負
担
金
の
上
限
は
月
１

万
５
０
０
０
円
に
、
食
事
の
負
担
額
は

１
日
３
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

〈
老
人
保
健
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
〉

　

人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
慢
性
腎

不
全
、
血
漿
分
画
製
剤
を
投
与
し
て
い

る
先
天
性
血
液
凝
固
障
害
の
一
部
、
抗

ウ
イ
ル
ス
剤
を
投
与
し
て
い
る
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
含

み
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
者
に
係

る
も
の
に
限
る
）
の
方
が
こ
の
受
療
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
一
部
負

担
金
は
入
院
・
外
来
と
も
医
療
機
関
ご

と
に
月
１
万
円
に
な
り
ま
す
。

【
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
】

〈
○福
 

限
度
額
適
用
認
定
証
〉

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
が

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
外
来
の
一
部
負
担
金
の
上
限
が
医

療
機
関
ご
と
に
月
８
０
０
０
円
に
、
入

院
の
一
部
負
担
金
の
上
限
が
医
療
機
関

ご
と
に
月
２
万
４
６
０
０
円
に
な
り
ま

す
。

◇

　

減
額
認
定
証
・
療
養
受
療
証
は
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
さ
れ
た
月

か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２
１
４

４
　

児
童
手
当
は
小
学
校
第
３
学
年
修
了

前
の
児
童
を
養
育
し
、
か
つ
所
得
が
一

定
の
限
度
額
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

す
で
に
、
こ
の
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
２
人
目
以
降
が
生
ま
れ

た
場
合
に
は
増
額
の
手
続
き
が
、
転
入

さ
れ
た
方
は
新
た
な
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
手
当
は
申
請
し
た
月
の
翌
月

か
ら
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
月
額　

第
１
子
・
第
２
子
＝

５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
＝
１
万
円

　

手
当
の
申
請
に
は
、
請
求
者
の
振
込

先
が
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）
、

厚
生
年
金
等
加
入
者
は
申
請
者
の
健
康

保
険
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
健
康
保
険
証
で
厚
生
年
金
等
へ
の
加

入
状
況
が
確
認
で
き
な
い
方
は
、
年
金

加
入
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
町
田
市
に

１６

転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成　

年
度
の
児

１６

童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
区
市
町
村
に

よ
っ
て
名
称
が
異
な
り
ま
す
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
平
成　

年
１
月
１
日
に

１６

居
住
し
て
い
た
区
市
町
村
か
ら
お
取
り

寄
せ
下
さ
い
。

※
所
得
証
明
書
や
年
金
加
入
証
明
書
は

申
請
後
の
提
出
で
結
構
で
す
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９

児

童

手

当

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
小
学
校
就
学
前

の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に

対
し
て
、
保
険
診
療
分
を
助
成
し
て
い

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

ま
す
。

　

該
当
者
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

方
は
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
の
う
え
、

早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

　

こ
の
制
度
に
は
保
護
者
の
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
（
限
度
額
及
び
転
入
者
の

所
得
証
明
書
の
取
り
扱
い
は
児
童
手
当

と
同
様
で
す
）
。
た
だ
し
、
３
歳
に
達

す
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
は
所

得
限
度
額
を
超
え
て
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
児
童
手
当
・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は

子
ど
も
総
務
課
及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
は

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
所
得
限
度
額
に
つ
い
て
は
町
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
子
ど
も

総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
４

３
　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
、
ま

だ
、
申
請
し
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
手
当

の
支
給
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
児
童
育
成
手
当
＝
月
額
１
万
３
５
０

０
円
】

　

父
ま
た
は
母
が
死
亡
、
離
婚
、
重
度

の
障
が
い
、
生
死
不
明
、
１
年
以
上
の

遺
棄
、
法
令
に
よ
る
１
年
以
上
の
拘
禁

な
ど
、
ま
た
は
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

出
生
（
父
の
扶
養
が
あ
る
場
合
を
除

く
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
昭
和　
６２

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
方

【
児
童
育
成
手
当
の
障
害
手
当
＝
月
額

１
万
５
５
０
０
円
】

　

心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
そ
の
程
度

が
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
愛
の

手
帳
１
〜
３
度
、
脳
性
ま
ひ
、
進
行
性

筋
萎
縮
症
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る　
２０

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

　

こ
れ
ら
の
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
所
得
限
度
額
は
子
ど
も
総
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

児
童
育
成
手
当

　

手
当
の
申
請
に
は
申
請
者
の
振
込
先

が
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）
の

ほ
か
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

・
診
断
書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

申
請
は
子
ど
も
総
務
課
で
受
け
付
け
ま

す
。

　

転
入
者
の
所
得
証
明
書
の
取
り
扱
い

は
児
童
手
当
と
同
様
で
す
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９
　

公
民
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団

体
で
行
っ
て
い
る
「
公
民
館
ま
つ
り
」

も
今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年

２５

も
実
行
委
員
会
方
式
で
企
画
・
運
営
し

実
施
し
ま
す
。
そ
の
実
行
委
員
会
を
発

足
さ
せ
る
た
め
の
、
打
ち
合
わ
せ
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル

は
、
必
ず
１
人
以
上
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

５
月　

日
（
火
）
午
後
７
時

１０

か
ら 打

ち
合
わ
せ
会

平
成　

年
度
公
民
館
ま
つ
り

１７

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
７
階
ホ

ー
ル

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

　

檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の
湯
」

と
奥
多
摩
温
泉
「
も
え
ぎ
の
湯
」
の
割

引
利
用
券
を
配
布
し
ま
す
。
割
引
実
施

期
間
は
、
４
月
１
日
〜
２
０
０
６
年
３

月　

日
で
す
。

３１

　

対
象
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

す
。
割
引
後
の
負
担
額
は
、
大
人
（
中

学
生
以
上
）
が
４
０
０
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
）
が
２
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
、
国
保
年
金
課
（
市
役
所
４
階
）

ま
た
は
南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠

生
・
堺
・
小
山
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

お
い
で
下
さ
い
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
３
０

国
民
健
康
保
険
保
健
施
設
「
温
泉
セ
ン

タ
ー
」

　

「
町
田
市
民
福
祉
の
つ
ど
い
」
は
、

「
く
ら
し
の
中
の
福
祉
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年

で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。

２７

　

今
年
は
、
濱
宮
郷
詞
氏
を
お
迎
え
し

ま
す
。
濱
宮
氏
は
、
中
学
・
高
校
時
代

に
陸
上
棒
高
跳
び
で
全
国
で
も
有
数
の

選
手
か
ら
、
練
習
中
の
け
が
に
よ
り
重

度
障
が
い
者
に
な
っ
た
経
歴
の
持
ち
主

で
す
。
生
き
る
力
と
愛
す
る
家
族
に
つ

い
て
語
る
濱
宮
氏
の
講
演
は
、
た
く
さ

ん
の
人
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

※
手
話
通
訳
及
び
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
要
約

筆
記
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

○
日
時　

５
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２０

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階
ホ
ー
ル

○
定
員　

１
８
８
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
福
祉

の
つ
ど
い
参
加
希
望
」
と
書
き
、
参
加

人
数
（
２
人
ま
で
）
・
代
表
者
の
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も

あ
て
先
を
書
い
て
、
４
月　

日
ま
で

２８

（
消
印
有
効
）
に
福
祉
総
務
課
（
〒　
１９４

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11

２０

２３

７
２
４
・
２
５
３
７
）
へ
。

曜日・時間帯・会場講座のねらい講座名
（回数・参加費・定員）

①第１・３週火曜日
　９：００～１２：００
②第２・４週火曜日
　１３：００～１６：００
③第２・４週金曜日
　９：００～１２：００
④第１・３週金曜日
　１３：３０～１６：３０
【実習】
会場：各福祉施設
【講義他】
会場：森野分庁舎
（各コースとも例外
あり）

市内福祉施設での体験学習や合
同講義等を通して町田の福祉を
理解し、ボランティア活動が身
近なものとして捉えられるよう
に学習の機会を設けました。
①大賀藕絲館コース（知的障が
い者通所授産施設）
②清風園コース（特別養護老人
ホーム・デイサービス・グルー
プホーム）
③花の郷・花の家コース（重度
障がい者通所更生・授産施設）
④福音の家コース（特別養護老
人ホーム）

まちだの福祉
【４コース】

（全１４回・２，０００円
・各コース１０人）

通　

年（
４
月
〜　

月
）

１２

【野外】土・日曜日　
　　　１０：００～１２：００
会場：それぞれの活
動場所
【室内】土曜日
　　　１８：００～２０：３０
会場：森野分庁舎
（例外あり）

地域におけるリサイクル事業の
見学や、環境改善に取り組んで
いるボランティア団体の活動を
体験します。受講をきっかけに
ボランティアをはじめることが
できるよう、様々な現場に足を
運びます。

町田の環境・参加
体験講座
－ここからはじめる
　　　ボランティア－
（全１２回・２，０００円

・３０人）

前　

期（
４
月
〜
７
月
）

町田の環境・参加体験講座
オリエンテーション・ 自己紹介４／２３
「ポイ捨てパトロール」への参加５／７
バスツアー５／１５
恩田川水辺調査と環境改善５／２１
多摩清掃工場・リサイクルセンターの見学５／２８
共働学舎の見学・リサイクル作業６／４
緑地管理作業の体験６／１２
ボランティアトーク６／１８
滝の沢付近湧水量調査と清掃６／２６
町田市内の農業・援農体験７／２
下水処理場の見学７／９
最終回 （学習のまとめ）７／２３

ま　ち　だ　の　福　祉　
全コース共通プログラム

合同講義４【公開シンポジウム】
『町田のボランティア活動の現状と課題』９／１０開講式・合同講義１

『町田の福祉のこれまでとこれから』４／２３

福祉活動見学
（障がい者青年学級・ケアセンター成瀬・（有）介護支援アクティブ）１１月合同講義２【公開講座】

『障がい者を理解し共に生きる』５／１４

合同体験発表会・閉講式１２／１０合同講義３【公開シンポジウム】
『高齢者の権利を守る』（認知症・成年後見制度・虐待を中心に）５／２８

③花の郷・花の家コース①大賀藕絲館コース
花の家にて　施設説明、車椅子の介助方法と試乗６／１０施設の説明と見学、お手玉などの製品づくり６／７
花の家にて　利用者と共に園芸作業６／２４紅花染料づくり６／２１
花の家にて　利用者と共に陶業作業７／８お手玉・根付などの製品づくり７／５
花の郷にて　利用者と共にクッキーづくり作業７／２２同上・市民大学修了生との交流７／１９
花の郷にて　利用者と共に草木染め作業９／９お手玉・根付などの製品づくり９／６
花の郷にて　利用者と共に一日外出９／３０蓮田刈り、蓮糸づくり９／２０
花の家まつり・花の郷物品販売の支援１０／１６蓮の繊維とり、茄糸織り糸づくり１０／４
花の家にて　まとめ、修了生との交流１０／２８まとめ、体験発表に向けての話し合い１０／１８

④福音の家コース②清風園コース
老人ホームの概要説明、施設見学、入居者とのふれあい６／３施設の概要説明、見学６／１４
車椅子体験・シニア体験、高齢者とは（講義）６／１７要介護高齢者体験、昼食体験６／２８
シーツ交換、修了生との懇談、認知症の理解（講義）７／１特別養護老人ホームの説明と入居者との交流７／１２
入居者とお菓子づくり、ミニ喫茶打ち合わせ７／１５ビアガーデンへ参加７／２６
ケアセンター蓮見付き添い（昼食体験）８月「清風祭」行事手伝い９／１８
ミニ喫茶（受講生が入居者のために開く喫茶）開催９／２ボランティア交流会へ参加９／２７
風船バレーボール大会付き添い１０月外出付き添いまたは入居者との交流１０／１１
生活援助体験・体験発表に向けての話し合い１０／２１外出付き添いまたは入居者との交流、まとめ１０／２５

○
対
象　

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方

○
費
用　

２
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち

だ
市
民
大
学
（
11
７
２
９
・

１
１
９
５
）
へ
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
民
大
学
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

分
か

３０ら
（
午

後
１
時

開
場
）

○
会
場

濱宮郷詞氏



（６） ２００５．４．１１

　

市
で
は
小
・
中
学
校
で
か
か
る
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

援
助
を
行
う
の
は
学
用
品
費
・
給
食

費
・
校
外
活
動
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど

で
、
援
助
が
受
け
ら
れ
る
世
帯
は
①
生

活
保
護
受
給
世
帯
②
平
成　

年
中
の
総

１６

所
得
が
一
定
基
準
額
を
超
え
な
い
世
帯

な
ど
で
す
。

　

基
準
額
と
は
、
例
え
ば
本
人
・
配
偶

者
・
子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
で
借
家

の
場
合
、
年
間
の
総
所
得
が
約
３
５
４

万
円
以
下
、
同
様
の
家
族
構
成
で
持
家

の
場
合
、
年
間
の
総
所
得
が
約
２
７
１

万
円
以
下
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の

金
額
は
大
体
の
目
安
で
、
年
齢
・
家
族

構
成
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
（
総

所
得
と
は
年
間
収
入
か
ら
必
要
経
費
を

差
し
引
い
た
後
の
金
額
を
い
い
ま
す
）。

　

手
続
き
は
４
月　

日
ま
で
に
各
学
校

２８

学
校
で
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す就

学

援

助

費

高
齢
者
、
障
が
い
児
・
者
及
び
原
子
爆

弾
被
爆
者
「
い
こ
い
の
家
」

ご
利
用
下
さ
い

　

協
定
料
金
で
宿
泊
が
で
き
ま
す
。　

○
対
象　

①　

歳
以
上
の
高
齢
者
②
身

６０

体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
及
び
原
子

爆
弾
被
爆
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付

添
人

○
利
用
申
込
み　

直
接
宿
泊
施
設
へ

【
①
②
い
ず
れ
の
方
も
対
象
の
施
設
】

　

箱
根
湯
本
ホ
テ
ル
（
11
０
４
６
０
・

５
・
８
８
０
０
、
6
０
４
６
０
・
５
・

８
２
１
０
）
、
西
熱
海
ホ
テ
ル
（
11　
０３

・
３
５
２
６
・
３
７
５
５
、
6　

・
３

０３

５
２
６
・
３
７
５
１
）
、
伊
東
小
涌
園

（
11
０
５
５
７
・　

・
４
１
３
１
、
6

３７

０
５
５
７
・　

・
３
７
９
４
）
、
小
松

３６

屋
八
の
坊
（
11
０
５
５
９
・　

・
１
３

４８

０
１
、
6
０
５
５
９
・　

・
０
０
０

４８

６
）
、
ホ
テ
ル
城
山
（
11
０
４
６
５
・

　

・
０
１
５
１
、
6
０
４
６
５
・　

・

６３

６３

０
１
４
９
）
、
ホ
テ
ル
石
庭
（
11
０
５

５
２
・　

・
４
１
５
５
、
6
０
５
５
２

６２

・　

・
３
３
０
４
）
、
箱
根
ホ
テ
ル

６３
小
涌
園
（
11
０
４
６
０
・
２
・
４
１
１

１
、
6
０
４
６
０
・
２
・
４
１
２
３
）、

 
宙 
渡
月
荘
金
龍
（
11
０
５
５
８
・　

・

そ
ら

７２

０
６
０
１
、
6
０
５
５
８
・　

・
２
２

７２

３
９
）

【
①
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

青
巒
荘
（
11
０
４
６
５
・　

・
３
１

６３

１
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
３
１
１

６３

６
）
、
藤
元
（
11
０
５
５
７
・　

・
４

４５

１
３
３
、
6
０
５
５
７
・　

・
３
７
７

４５

３
）
、
一
望
閣
（
11
０
４
６
５
・　

・
６８

１
２
５
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
１
２

６８

５
２
）
、
お
お
や
（
11
０
５
５
８
・　
９８

・
１
１
０
８
、
6
０
５
５
８
・　

・
２

９８

３
８
５
）
、
ホ
テ
ル
河
鹿
荘
（
11
０
４

６
０
・
５
・
５
５
６
１
、
6
０
４
６
０

・
５
・
５
６
８
８
）

【
②
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

湯
河
原
厚
生
年
金
会
館
（
11
０
４
６

５
・　

・
３
７
２
１
、
6
０
４
６
５
・

６３

　

・
６
４
０
１
）
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
太
陽

６３の
子
（
11
6
０
５
５
１
・　

・
４
６
３

３６

３
）

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１
、
6
７
２
４
・
１
１
９
０
、
障
が
い

福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４
７
、
6
７

２
４
・
１
１
９
１

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
消
費
生
活
入
門
講
座
「
暮
ら
し
に
役

立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
】

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を

学
習
し
ま
せ
ん
か
。
上
表
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

継
続
し
て
参
加
で
き
る
方

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
費
用　

１
０
０
円
程
度
（
当
日
徴

収
）

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
、
見
学
会
は
託
児
な
し
）
を
希
望
の

方
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お
申
し
出
下

さ
い
。

【
学
習
会
「
医
食
同
源
を
考
え
る
―
食

の
大
切
さ
と
そ
の
効
用
に
つ
い
て
―
」】

　

日
常
の
食
生
活
か
ら
医
食
同
源
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
料
理
の
試
食
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　

４
月　

日
（
木
）
午
後
１
時

２８

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

（
学
）
榎
本
学
園
町
田
調
理

師
専
門
学
校

○
講
師　

（
学
）
榎
本
学
園
調
理
技
術

部
長
・
結
城
達
生
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

　

農
業
委
員
の
指
導
で
、
お
米
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年

生
と
そ
の
保
護
者
で
、
全
回
参
加
で
き

る
方

○
期
日　

６
月
〜　

月
（
土
・
日
曜

１２

日
）
（
予
定
）

※
田
植
え
・
草
取
り
・
稲
刈
り
・
収
穫

祭
（
お
餅
つ
き
）
・
お
飾
り
作
り
の
全

５
回
で
す
（
天
候
に
よ
り
日
時
の
変
更

有
）
。

○
会
場　

忠
生
公
園

○
定
員　
　

組
（
抽
選
）

２５

○
費
用　

１
人
１
０
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１

枚
）
に
「
米
作
り
親
子
体
験
農
業
参
加

希
望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返

信
用
に
も
あ
て
先
を
書
い
て
４
月　

日
２８

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
町
田
市
農
業
委

米
作
り
親
子
体
験
農
業

員
会
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１９４

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
６
６
）

３３

１０

へ
。国

際
版
画
美
術
館

【
版
で
遊
ぼ
う
！

第
１
回
銅
版
画
１

日
教
室－

エ
ッ
チ
ン
グ－

】

　

銅
版
画
の
代
表
的
な
技
法
の
ひ
と

つ
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
初
歩
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

５
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

１８

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
内
容　
　

×
９　

の
銅
版
を
使
っ
た

１２

cm

単
色
作
品
の
制
作

○
定
員　
　

人　
１２

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
の
往
信
面
に
講
座
名
と
開
催
日
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢

（
講
座
の
内
容
及
び
進
行
に
必
要
。
記

入
は
任
意
）
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

４
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
国
際
版
画

２１

美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、

１９４

原
町
田
４－

　

－

１
、
11
７
２
６
・
２

２８

８
８
９
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
者

及
び
同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
の
な
い

方
を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

記

念

講

演

会

【
里
山
の
生
態
系
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１７

１１

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森

の
家
」
２
階

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１４

り
場
か
ら
成
瀬
台
行
き
バ
ス
で
「
大
谷

原
」
下
車
、
徒
歩
５
分

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
講
師　

「
富
士
山
自
然
学
校
」
代
表

・
渡
辺
長
敬
氏

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

11
７
２
４
・
１
６
６
０

　

４
月　

日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」。

２３

中
央
図
書
館
で
は　

日
、　

日
と
楽
し

２２

２３

い
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
わ
ら
べ
う
た
・
て
あ
そ
び
・
よ
み
き

か
せ
の
会
】

○
対
象　

０
〜
２
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

○
日
時　

４
月　

日
（
金
）
午
前　

時

２２

１０

　

分
か
ら
と　

時
か
ら
の
２
回

３０

１１

○
会
場　

中
央
図
書
館
４
階
お
は
な
し

の
へ
や

【
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
い
ろ
ん
な
本
を
よ

ん
で
み
よ
う
】

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２３

　

分
か
ら
＝
低
学
年
向
け
、
午
後
２
時

３０
　

分
か
ら
＝
中
学
年
向
け
、
午
後
３
時

１５か
ら
＝
高
学
年
向
け

○
会
場　

中
央
図
書
館
４
階
お
は
な
し

の
へ
や

□問
 

中
央
図
書
館
11
７
２
８
・
８
２
２
０

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、

市
内
で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中

小
企
業
者
が
事
業
資
金
を
調
達
す

る
た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と

の
提
携
及
び
信
用
保
証
機
関
の
協

力
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の

町
田
市
内
に
あ
る
支
店
で
行
っ
て

い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横

浜
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京

都
民
・
り
そ
な
・
東
日
本
の
各
銀

行
、
城
南
・
横
浜
・
芝
の
各
信
用

金
庫
、
町
田
市
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の

審
査
に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１

２
９

町 田 市
中小企業
融資制度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代表者
個人の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済
年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済
年利１．８％（１．８％）

バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）
開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円
緊 急 資 金

年利２．２％（１．５％）小規模企業特別資金

ご利用下さい

暮らしに役立つセミナー日程

講　　師テ ー マ日　　時

消費生活アドバイザー
阿部絢子氏衣類の手入れと洗剤事情５月１２日（木）

午後１時３０分～３時３０分

町田市清掃事業部ごみ減量課町田のごみ問題５月１９日（木）
午後１時３０分～３時３０分

港湾労働組合
横浜港輸入食品現場見学
（町田市民フォーラム集合、
バスで見学）

５月２６日（木）
午前９時～午後４時

食の安全・監視市民委員会運営
委員、消費生活アドバイザー　

三宅征子氏
食の安全～輸入大国ニッポン～６月２日（木）

午後１時３０分～３時３０分

ファイナンシャルプランナー
野中勇二氏賢く上手な保険の入り方６月９日（木）

午後１時３０分～３時３０分

市消費生活センター元運営委員和菓子づくり（わらび餅）６月１６日（木）
午後１時３０分～３時３０分

市消費生活センター相談員悪質商法にご用心（町田市の
事例から）

６月２３日（木）
午後１時３０分～３時３０分

ジャーナリスト �� 天笠啓祐氏飲み水の安全とは６月３０日（木）
午後１時３０分～３時３０分

町
田
市
ベ
テ
ラ
ン
テ
ニ
ス
大
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
で
当
日　
５０

歳
以
上
の
方

○
日
時　

５
月　

日
（
日
）
、　

日

２２

２９

（
日
）
午
前
９
時
か
ら

※
予
備
日
６
月
５
日

ま
た
は
学
務
課
で
行
っ
て
下
さ
い
。

※
５
月
以
降
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
認

定
月
が
変
わ
り
ま
す
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
６

町
田
市
立
中
央
図
書
館
「
子
ど
も
読
書

の
日
特
集
」

「
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
！

」

　

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
を

も
と
に
親
は
親
、
子
は
子
の
人
生
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
サ
ポ
ー
ト

し
あ
え
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

○
対
象　

障
が
い
者
（
児
）
の
親
（
基

本
的
に
全
回
出
席
で
き
る
方
）

○
期
日　

５
月　

日
、　

日
、　

日
、

１０

１７

３１

６
月
７
日
、　

日
、
７
月
５
日
、　

日

２１

１２

（
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
全
７
回
）

○
時
間　

午
前　

時　

分
〜
午
後
１
時

１０

３０

○
会
場　

せ
り
が
や
会
館
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

町
田
市
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

自
立
生
活
セ
ミ
ナ
ー

親
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ス

○
会
場　

成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

○
種
目　

１
チ
ー
ム
３
ペ
ア
に
よ
る
団

体
戦
で
６
人
で
メ
ン
バ
ー
を
構
成
（
登

録
メ
ン
バ
ー
は
９
人
ま
で
）

※
構
成
メ
ン
バ
ー
の
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

○
費
用　

１
チ
ー
ム
９
０
０
０
円
（
傷

害
保
険
料
を
含
む
、
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
ベ
テ

ラ
ン
テ
ニ
ス
大
会
」
と
書
き
、
チ
ー
ム

名
・
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
出
場
希
望
日
・
出
場
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
を
明
記
し
、
５
月
２
日
午
後

５
時
ま
で
（
必
着
）
に
体
育
協
会
事
務

局
へ
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
申
し
込
み　

４
月　

日
ま
で
に
電
話

２２

で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市

町
村
生
活
支
援
事
業
部
（
11
７
２
４
・

８
６
１
６
）
へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７

ス
ポ
ー
ツ
課
・
体
育
協
会
事�

務
局
（
〒
１９４
―
０
０
４
５
、�

南
成
瀬
５
―
１２
、
総
合
体
育�

館
内
、
1
７
２
４
・
３
４
４
０
）�

※
所
定
の
申
込
用
紙
・
大
会
要�

項
は
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町
田�

旭
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。�



２００５．４．１１ （７）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
養
成
講
習
会

○
対
象　

地
域
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
、
福
祉
関
係
者
な
ど

○
期
間　

４
月
〜
２
０
０
６
年
３
月
ま

で
の
毎
週
第
２
・
４
木
曜
日

○
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

※
現
場
実
習
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に

行
い
ま
す
。

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階

会
議
室
ほ
か

○
内
容　

レ
ク
基
本
論
、
サ
ー
ビ
ス
論

レ
ク
実
技
な
ど

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

２３

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

Ｑ
＆
Ａ
（
１
）
ほ
か
（
自
由

練
習
も
可
）

○
費
用　

３
０
０
円
、
会
員
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７

３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
対
象　

一
般
の
部
＝
市
内
在
住
、
在

勤
の　

歳
以
上
の
方
▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の

１８

部
＝
市
内
在
住
の
既
婚
の
女
性
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

○
日
時　

５
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１５

空
手
道
オ
ー
プ
ン

選

手

権

大

会

○
対
象　

町
田
市
空
手
道
連
盟
会
員
及

び
協
力
団
体
会
員

○
日
時　

５
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

２９

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

形
競
技
の
部
、
組
手
競
技
の

部○
部
別　

大
会
要
項
を
参
照
下
さ
い
。

○
費
用　

２
０
０
０
円

合

気

道

初
心
者
講
習
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
生
以
上
で
４
回
と
も
参
加
可
能
な

方○
日
時　

５
月　

日
、　

日
、
６
月
５

１５

２９

日
、　

日
の
い
ず
れ
も
日
曜
日
午
後
３

１２

時
か
ら
２
時
間
程
度

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

○
費
用　

８
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
を

含
む
・
初
日
撤
収
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
「
合
気
道
初

心
者
講
習
会
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
４
月　

日
午
後
５
時
ま
で
（
必

３０

着
）
に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生
と
高
校
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

○
日
時　

５
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時

　

分
３０○

会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

▽
個
人
戦
＝
１
部
小
学
生
男

子
、
２
部
小
学
生
女
子
、
３
部
中
学
生

以
下
女
子
、
４
部
高
校
生
以
下
女
子
、

▽
団
体
戦
＝
５
部
中
学
生
以
下
男
子
、

６
部
高
校
生
以
下
男
子

○
チ
ー
ム
編
制　

５
部
５
シ
ン
グ
ル
ス

６
部
４
シ
ン
グ
ル
ス
１
ダ
ブ
ル
ス

○
試
合
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
又
は
リ

ー
グ
戦

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
（
総
合

体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り

ま
す
）
に
記
入
し
、
４
月　

日
午
後
５

１９

時
ま
で
（
必
着
）
に
体
育
協
会
事
務
局

へ
。町

田
市
近
郊
女
子

ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

○
日
時　

６
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
試
合
方
法　

予
選
リ
ー
グ
後
ラ
ン
ク

別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

○
費
用　

１
組
２
０
０
０
円
（
市
連
盟

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１７

か
ら
、
午
後
４
時　

分
決
勝
（
予
定
）

１５

○
会
場　

陸
上
競
技
場

※
詳
細
は
町
田
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
（
11
７
３
６
・
３
１
３
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
部
別　

①
一
般
男
子
の
部
（
６
人

制
）
②
同
女
子
の
部
（
６
人
制
）
③
レ

デ
ィ
ー
ス
の
部
（
９
人
制
）

○
費
用　

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円
（
連

盟
加
盟
チ
ー
ム
は
２
０
０
０
円
）

○
申
し
込
み　

申
込
用
紙
（
総
合
体
育

館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
し
、
費
用
を
添
え
て
、
５

月
７
日
に
総
合
体
育
館
へ
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
午
後
７
時　

分
か
ら
受
け
付

３０

け
ま
す
。

　

受
付
終
了
後
、
抽
選
会
、
監
督
会
議

を
行
い
ま
す
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

卓

球

競

技

青
少
年
の
日
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ラ
グ
ビ
ー
７
人
制
大
会

第
１
回
町
田
市
長
杯

　

保
育
園
や
学
童
保
育
に
子
ど
も
を
預

け
て
就
労
し
て
い
る
家
庭
に
と
っ
て
、

子
ど
も
の
病
気
看
護
の
た
め
何
日
も
仕

事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

大
き
な
負
担
で
す
。

　

市
で
は
町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
行
動
計
画
を
受
け
、
こ
う
し
た
家

庭
を
支
援
す
る
た
め
４
か
所
目
の
病
後

児
保
育
室
を
高
ヶ
坂
ふ
た
ば
保
育
園
に

設
置
し
ま
し
た
。

【
保
育
園
併
設
タ
イ
プ
（
開
所
時
間
午

前
７
時
〜
午
後
６
時
）
】

○
高
ヶ
坂
ふ
た
ば
保
育
園
（
高
ヶ
坂
８

６
７－

１
、
11
７
２
０
・
８
２
１
５
）

※
４
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。

○
き
き
ょ
う
保
育
園
（
鶴
川
１－

　

－１６

７
、
11
７
３
５
・
２
２
４
２
）

○
小
野
路
保
育
園
第
一
分
園
（
野
津
田

町
１
０
８
４－

１
、
11
７
０
８
・
０
２

３
１
）

【
医
療
機
関
併
設
タ
イ
プ
（
開
所
時
間

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
）
】

３０

３０

○
は
や
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
児
保
育
室

（
忠
生
２－

　

－

　

、
11
７
９
３
・
３

２９

２０

７
２
２
）

【
事
業
内
容
】

○
対
象　

市
内
在
住
か
市
内
の
認
可
保

育
園
に
通
っ
て
い
る
①
お
お
む
ね
１
歳

か
ら
小
学
校
低
学
年
で
②
保
護
者
の
勤

務
等
の
事
由
に
よ
り
保
育
及
び
看
護
が

受
け
ら
れ
な
い
③
病
気
の
回
復
期
に
あ

り
安
静
の
確
保
等
の
理
由
か
ら
集
団
保

育
が
困
難
な
児
童

※
事
前
に
、
施
設
で
利
用
登
録
を
し
て

下
さ
い
。

○
定
員　

各
４
人

○
利
用
者
負
担
額　

１
日
３
０
０
０
円

（
実
費
負
担
。
た
だ
し
生
活
保
護
世
帯

及
び
前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
は
無
料
、
前
年
分
の
所
得
税

が
非
課
税
の
世
帯
は
１
５
０
０
円
）

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８

※
参
加
者
は
保
護
具
を
着
用
し
、
健
康

保
険
証
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
に
あ
り
ま
す
）
を
ご
覧
の
う
え
、
４

月　

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

１６
□問
 

体
育
協
会
事
務
局

●
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
発
行
し
ま

す
　

対
象
＝
都
内
に
お
住
ま
い
の　

歳
以

７０

上
の
方
／
有
効
期
間
＝
発
行
日
〜
２
０

０
５
年
９
月　

日
／
利
用
可
能
な
交
通

３０

機
関
＝
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、
都
バ

ス
、
及
び
都
内
民
営
バ
ス
（　

社
）
／

２５

発
行
窓
口
＝
シ
ル
バ
ー
パ
ス
取
扱
い
バ

ス
営
業
所
、
都
営
地
下
鉄
定
期
券
発
売

所
等
／
申
し
込
み
＝
満　

歳
に
な
る
月

７０

の
初
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
次
の
も

の
を
お
持
ち
下
さ
い
▽
市
民
税
が
課
税

の
方
…
費
用
（
１
万
２
５
５
円
）
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
・
運
転
免
許

証
等
）
▽
市
民
税
が
非
課
税
の
方
…
費

用
（
１
０
０
０
円
）
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
本
人
確
認
書

類
（
保
険
証
・
運
転
免
許
証
等
）
、
住

民
税
非
課
税
証
明
書
か
生
活
保
護
受
給

証
明
書
／
□問
 

（
社
）
東
京
バ
ス
協
会
シ

ル
バ
ー
パ
ス
専
用
電
話
（
11　

・
５
３

０３

０
８
・
６
９
５
０
、
東
京
都
福
祉
保
健

局
在
宅
支
援
課
11　

・
５
３
２
０
・
４

０３

２
７
５

●
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ぬ
く
も
り

の
園
介
護
職
員
募
集

　

勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

／
月
４
日
程
度
夜
勤
あ
り
／
詳
細
は
ぬ

く
も
り
の
園
（
11
７
９
８
・
１
３
８

６
）
へ
。

●
悠
々
園
職
員
募
集

【
①
登
録
ヘ
ル
パ
ー
（
非
常
勤
）
②
特

養
介
護
員
（
常
勤
・
非
常
勤
）
】

　

資
格
＝
①
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資

格
を
お
持
ち
の
方
②
応
相
談
／
勤
務
日

時
＝
応
相
談
／
給
与
等
委
細
面
談
／
申

し
込
み
＝
履
歴
書
を
郵
送
で
悠
々
園

（
〒　

－

０
０
５
３
、
能
ヶ
谷
町
３
０

１９５

３
８－

１
、
11
７
３
７
・
７
２
８
８
）

へ
（
後
日
面
接
）
。

●
日
本
聾
話
学
校
調
理
補
助
作
業
員

（
パ
ー
ト
）
募
集

　

学
校
給
食
の
調
理
補
助
で
す
／
資
格

＝　

歳
以
下
で
経
験
者
希
望
／
勤
務
日

４５
時
＝
週
２
〜
３
日
、
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
３
時　

分
（
学
校
の
休
み
中
は
な

３０

し
）
／
給
与
＝
本
校
の
規
程
に
よ
る
／

申
し
込
み
＝
４
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１５

効
）
に
履
歴
書
を
郵
送
で
同
校
（
〒　
１９５

－

０
０
６
３
、
野
津
田
町
１
９
４
２
、

（
11
７
３
５
・
２
３
６
１
）
へ
。

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

【
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
受

験
対
策
講
座
①
２
級
②
３
級
】

　

期
日
＝
①
５
月　

日
、
６
月
４
日
、

２８

　

日
、　

日
、
②
５
月　

日
、　

日
、

１１

１８

１４

１５

　

日
／
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

２１／
会
場
＝
同
会
議
所
／
定
員
＝
各　

人
２０

（
申
し
込
み
順
）
／
費
用
＝
①
３
万
９

０
０
０
円
、
会
員
・
学
生
３
万
４
０
０

０
円
②
３
万
円
、
会
員
・
学
生
２
万
５

０
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会

議
所
（
11
７
２
２
・
５
９
５
７
）
へ
。

●
町
田
青
年
会
議
所
・
ワ
ン
コ
イ
ン
カ

レ
ッ
ジ

【
時
代
の
挑
戦
者
た
ち
！
最
高
の
顧
客

満
足
へ
！
】

　

日
時
＝
４
月　

日
午
後
７
時
開
場
、

１４

７
時　

分
開
演
／
会
場
＝
町
田
市
民
ホ

３０

ー
ル
／
講
師
＝
（
株
）
プ
ロ
ピ
ア
代
表

取
締
役
・
保
知
宏
氏
／
費
用
＝
一
般
５

０
０
円
／
□問
 

同
会
議
所
（
11
７
２
５
・

７
５
６
５

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）
へ

／
講
座
名
＝
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ

入
門
、
納
得
の
写
真
を
撮
る
に
は
（
屋

外
実
習
付
）
、
オ
ペ
ラ
・
上
手
な
楽
し

み
方
講
座
、
石
彫
教
室
、
季
節
を
楽
し

む
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
を
楽
し
む
（
特
別
研
修
付
）
、
ボ
タ

ニ
カ
ル
ア
ー
ト
入
門
、
続
け
る
ボ
タ
ニ

カ
ル
ア
ー
ト
、
動
物
折
紙
入
門
、
版
画

を
楽
し
む
初
級
・
銅
版
画
、
版
画
を
楽

し
む
・
中
級
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ワ
ー
ク
、

指
揮
法
入
門
、
実
践
伴
奏
法
講
座
基

礎
、
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
、
煎
茶

道
入
門
講
座
、
「
安
藤
家
御
家
流
香

道
」
に
つ
い
て
の
お
話
と
聞
香
へ
の
誘

い
、
紅
茶
を
楽
し
む
、
書
道
・
漢
字
入

門
・
行
書
、
博
物
館
学
講
座
、
花
の
文

化
史
、
初
め
て
の
俳
句
、
俳
句
を
楽
し

む
、
俳
句
入
門
講
座
、
フ
ラ
ン
ス
語
入

門
、
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
、
イ
タ
リ
ア
語

入
門
Ⅱ
、
ス
ペ
イ
ン
語
入
門
、
ス
ペ
イ

ン
語
会
話
、
３
人
で
学
ぶ
英
会
話
、
単

文
で
鍛
え
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
テ
ス
ト
の
英
語
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
テ

ス
ト
の
英
語
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
入

門
、
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
、

こ
れ
か
ら
始
め
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
江
戸

の
絵
画
、
知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の

話
、
初
め
て
の
手
話
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

を
楽
し
む
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
楽
し
む

・
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
、
水
泳
を
楽
し
む
、

教
員
採
用
試
験
対
策
講
座
・
直
前
講

座
、
学
級
づ
く
り
と
教
師
の
表
現
術
講

座
、
玉
川
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
Ａ
・
Ｆ
・
Ｔ
色
彩
検
定
３
級
対
策

講
座
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
検
定
試
験
２
級
対
策
講
座
、
国
内
旅

行
業
務
取
扱
い
管
理
者
試
験
対
策
講
座

●
玉
川
大
学
赤
ち
ゃ
ん
ラ
ボ
会
員
募
集

　

言
葉
の
発
達
の
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
０
〜
２
歳
半
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
に

大
学
を
訪
問
し
、
ビ
デ
オ
を
見
た
り
音

声
を
聞
い
た
り
す
る
簡
単
な
調
査
で

す
。
参
加
者
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
進
呈
／

□問
 

同
大
学
11
７
３
９
・
８
４
９
４

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教
室

に
つ
き
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
市
外
在
住
の
方
は

勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
と
そ
の
所
在
地

を
明
記
し
、
４
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１８

効
）
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
教

室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎

１１

１３

週
水
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
４
０
０
円

【
初
心
者
気
功
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎

１２

２１

週
木
曜
日
（
６
月　

日
を
除
く
全　

３０

１０

回
）

○
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

１５

４５

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
４
０
０
円

【
障
が
い
者
卓
球
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方
で
体
育
館
ま
で
通
え
る

１８障
が
い
の
あ
る
方

○
期
間　

５
月　

日
〜
６
月　

日
の
毎

１４

１１

週
土
曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
定
員　
　

人
２０

○
費
用　

７
０
０
円

○
講
師　

都
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

公
認
講
師
ほ
か

○
費
用　

１
年
間
３
万
５
０
０
０
円

（
実
習
費
を
含
む
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
（
11
７
３
２
・
７
０
３

７
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

登
録
者
の
ペ
ア
は
１
６
０
０
円
）

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
に
あ
り
ま
す
）
を
ご
覧
に
な
り
４
月

　

日
必
着
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

２８□問
 

体
育
協
会
事
務
局



（８） ２００５．４．１１

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 ��� （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：笹子第二児童公園
３時１０分：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
４／

１１
月

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」
企画市民展示室（～１７日　フォトまちだ
「第５回　春の写真展」　○問 町田市フォト
サロン「秋山庄太郎美術館」11７３６・
８２８１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院 � （小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園
１０時３０分：境川団地市場前、高ケ坂団地
２時　　：総合体育館駐車場入口、つくし野セン

トラルパーク、小山田会館
３時１０分：天神原公園、つくし野藤児童公園、谷

戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時～
４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話で
予約＝11０４２６・４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１２
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１７日　第四
回パレット展　○問 �口11７２８・８０８９／
～１７日　グループ翔絵画展　○問 渡辺11７２７
・０９４６）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 ���� （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、町田荘
２時　　：下三輪妙福寺、三輪第一住宅前、小山

市民センター横
３時１０分：鶴川イトーピア
３時２０分：鶴川区画整理事務所前、三ツ目山公

園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）１３

水

○京王閣競輪開催（～１５日　○問 東京都十一市
競輪事業組合 11０４２４・８９・１３１１）
☆市民ホールギャラリー（～１７日　パッチワ
ークキルト展　○問 ベアーズポー11７２７・
１９１９）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 ���� （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：野津田袋公園、都営町田中里橋アパー

ト内公園
２時３０分：諏訪神社
３時１０分：小野路公会堂、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっこクラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け＝11
７２５・５４１９）

１４
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
 ��� （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：木曽観音堂、藤和すずかけ台ハイタウ

ン、マイライフ尾根道
２時　　：小川せんげん公園、町田リス園駐車

場、宝泉寺駐車場
３時１０分：南成瀬中央公園、薬師ヶ丘住宅、小山

小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　せりがや会館　電話相談も
受け付け＝11７２９・５０７０）１５

金
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
 � （つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）１６

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
�内科系　多摩丘陵病院　
 ���������� （11０４２・７９７・１５１１）
�外科系　つくし野外科胃腸科
 ���������� （11０４２・７９５・５８２１）
　　　　　おか脳神経外科
 ���������� （11０４２・７９８・７３３７）

★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
�兼重小児科医院○小   （小川２－２６－８　11７９５・２３５１）
�名越クリニック○内 
 �������� （原町田４－７－１４　11７２９・６５５６）
�なるせクリニック○内 
 ���������� （成瀬２２１３－１　11７２１・６６８６）
�若山クリニック○内 ○小 
 ��������� （金井２－３－１８　11７３６・７７２０）
�糸永クリニック○内 
 ��������� （木曽町１１２５－４　11７９２・００２３）

１７
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 �� （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時１０分：朝日公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１８
月

○江戸川競艇開催（～２２日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院  （小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：藤の台バスターミナル横、東玉川学園

１丁目児童公園
２時　　：成瀬台公園、柄沢公園
３時１０分：美岳公園、成瀬会館、矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○認知症老人相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉サー
ビス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１９
火

☆市民ホールギャラリー（～２４日　第４回惠
の会〈水彩画・油彩画〉　○問 絵画サークル惠
の会 11７２３・８１６１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院  （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：南町田ハイタウン前、都営山崎町ア

パ－ト、武蔵岡住宅
３時１０分：南つくし野小横、真光寺会館
３時３０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）

２０
水

☆国際版画美術館市民展示室（～２４日　第１３
回「市展」　○問 林11７２６・５８１０）

☆市民ホールギャラリー（～２３日　とも創作
人形展　○問 飯田11７２３・２４５５）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”
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当番医や催しを電話でご案内�

テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�
0120・042786��

フリーダイヤル�
７：００ＡＭ～１１：００ＰＭ�
年中 無 休 �

ＮＴＴのオペレーターがお答えします�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�
【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町谷原病院　　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

町田市フォトサロンから臨時休館のお知らせ�

４月18日（月）～22日（金）まで�
展示替のため臨時休館します�
□町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 1736・8281問�
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